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はじめに

筆者は千葉県館山市在住でシーカヤックのガイドをしています。1998年に同市洲崎（すのさき）沿岸で地元住民によってイルカの群れ（以下、洲崎イルカ）が目撃されるようになり、その後に一部ニュース、新聞等で取り上げられたことでそれらの存在を知るに至りました。

この時、地元新聞などでは既に個体数が6、種は「バンドウイルカと思われる」と明記されていました。

館山に住所を置き、当時シーカヤックを趣味としていたことで比較的容易に海上調査を行なうことが出来ましたので、まず撮影と個体識別表の作成を始めました。

シーカヤックによるイルカ観察の利点はまず対象動物に対してインパクトを低く抑えることができると思われることです。エンジンを使わないため水中へ雑音を発することも無く、しかも全長5ｍ前後の細身の形態と通常７km/h程度の移動速度はイルカにとって大きな脅威になるものではないと思われます。また維持費などが非常に経済的で自動車に積んで簡単に移動できる点も非常に便利です。

洲崎イルカについて、私がこれまでに観察を行なった結果、明らかになってきたことをここに報告致します。

目的

　洲崎イルカがどこから来たのか、どのような経由で館山に辿り着いたのかを知ることによって、日本沿岸で見られるハンドウイルカ類について新たな知見を得られると考えました。また、移動中の群れと考えられましたので、今後の移動の方向や場所を確認していくためにも、館山周辺で確認できるうちに自然標識による個体識別を完成したいと考えました。

方法　

洲崎イルカの観察は1998年9月に開始し2003年1月現在継続中です。海岸からの観察と発見できなかった日も含めた調査日数は450日に達しています。シーカヤックによる海上観察は季節を問わず出艇可能な海況の日に行い、シーカヤックツアー中にもイルカが見られた場合にはツアー参加者と共に行ないました。

探鯨にかかる時間は短い場合では出艇前に海岸から確認できていることもありますが、６時間ほど海上で探しても見つからない場合もありました。また1998年9月から2002年12月までの調査日数に対する、発見できた日数の割合は86%でした。

生息海域近辺の海岸からシーカヤックで海上へ出て観察する際には発見時に50m以上離れて停止、もしくは距離を維持して観察し、イルカの方からカヤックに接近して来るまでは待機するようにします。カヤックの周囲5m以内をイルカが通過した後はイルカと同じかそれ以下の速度で移動しながら観察しました。

他に先行の観察者がいる場合はその人達が観察を終えるのを待ち、入れ替わりで観察するように注意しました。また自然の状態、カヤックなど人間活動に影響されない状態を観察したい場合には凪ぎの時で100m以上離れている必要がありました。それ以上接近した場合、イルカに発見される確立が高くなります。

撮影には水陸両用カメラ（ニコン　ニコノスＶ　35mmレンズ）と一眼レフカメラ（キャノンA-1、AE-１　150mmレンズ）を状況によって使い分けました。

海面上では主に背ビレの形態と水面における目立った行動（跳躍など）を中心に撮影し、水中では胴体の傷を主体に可能な限り多く撮影しました。

水中での撮影はエスキモーロール（注1）によって行いました。エスキモーロールの利点は移動状態から入水、入水状態から移動状態への移行が早く入水の前後に要する時間は数秒で済む為、非常に効率的な上に安全であるということです。ただし、１回のエスキモーロールでは手動巻取りのカメラで最大3コマほどしか撮影できません。また地元では、普通この海域で素人が泳ぐのは危険と言われていることも念頭に置きました。水中撮影は主に透明度が高くなる冬季に行いました。

撮影した写真から、イルカ体表面の傷を用いて個体識別し、識別個体には洲崎を示すSと通しナンバーをつけました（例：S-1, S-2のように）。

1999年には小型水中マイクにより鳴音の録音も行いました。2000年2月からは小型GPS(MAGELLAN GPS2000)を使い、その日の大まかな移動経路を記録し始めました。

観察結果　

1．種の判定と個体識別

洲崎イルカに見られる成熟個体の腹部斑点、吻の形状、全長等の外観上の特徴は御蔵島周辺海域で見られるものと同型のaduncus型のハンドウイルカでした。そのため洲崎イルカはミナミハンドウイルカ(Tursiops aduncus )であると推察されました。

1999年5月までの時点で撮影した写真からS-6を除く5頭について、ほぼ完全な（全身の特徴をとらえた）個体識別表が完成しました(Fig.1)。

当時の群れの構成は斑点の非常に多い雌（S-1）と産まれて数ヶ月と思われる子イルカ（S-2）の他に成熟していると考えられる他の４頭の計６頭でした。しかし、これら４頭は腹部の斑点や大きさから成熟していると考えられたものの、当時の私の経験不足から雌雄の判断ができませんでした。

同年7月、御蔵島バンドウイルカ研究会（注2）発行の小冊子「イルカの棲む島～御蔵島のイルカたち」を見て同会と連絡を取り、御蔵島で見られなくなった個体の識別表（イラスト）を郵送してもらいました(Fig.2)。

そして、この資料の中から4個体を館山の個体と同一と確認することができました。後にそれらの個体についてのビデオ映像も郵送してもらいマッチングは更に確実なものとなりました。同時に同会にも館山の個体識別表（イラスト）といくつかの写真を確認してもらいました。

これにより群れのうち少なくとも、この４頭（S-1.S-3.S-4.S-5）について御蔵島沿岸海域から直線距離で約120km北方に位置する館山市洲崎への移動を確認することができました(Fig.3)。

同時にS-6を除く5頭について雌雄が判明しました。子イルカ（S-2）に関しては同会の方々によって写真から雌と判定されました。この時、私自身も雌雄の判定方法を習うことができました。

ここまでの一連の作業によって、群れは雌雄混合、そのうえ子イルカも加わっている群れであることが判明しました。

2．群れの変化 

その後の経緯を簡単に示すと、1999年6月に、用心深く水中ではほとんど写真を撮れなかったS-6が急に見られなくなりました。結局この個体に関しては、この時までに雌雄も確認できず、その後南房総では一度も確認できていません。

　2000年1月には成熟雄１頭が群れに加わりました。発見当初胴体全体に傷が多く背ビレの欠けも比較的似ていたことからS-6が戻ってきたものと考えましたが、別個体であることが確認できたのでこの個体をS-7としました。

　群れは行動範囲を徐々に広げ、2000年2月にはこれまで主な棲息海域であった洲崎沿岸から南東に約10km離れた白浜町の沿岸でも同群を確認しました(Fig.3)。そして2000年4月以降になると白浜町沿岸が主な棲息海域となり洲崎では確認できなくなりました。ただし現在までに洲崎イルカの行動範囲を正確に確認できていませんので厳密に言えば「出現頻度の高い海域」が変化していったと言うべきかもしれません。

2000年8月には唯一の成熟雌であるS-1が南房総で２頭目と思われる子供を出産しました。産まれてきた子イルカは雄と確認しS-8としました。残念なことにこのS-8は産まれてから一年も経たない2001年7月から急に見られなくなったため死亡したものと判断しました。

　2001年8月にS-1が前年に引き続き２年連続で出産し、その雌の子供をS-9としました。しかしこのS-9も2002年5月に確認できなくなってしまいました。

2003年1月現在、群は6頭（S-1.S-2.S-3.S-4.S-5.S-7）で構成され房総半島南端に位置する白浜町野島埼を越えることもあり、更に東に行動範囲を広げていると考えられます。

生息場所の諸環境と今後の課題　

現在私が同群を観察している房総半島の南端に位置する白浜町の海域はカヤックで海上観察に出るには海況に左右されることが多い地域です。しかしながら対象種が沿岸性であるため、時化の場合でも岸から観察できる場合もあります。また年間を通した観察が可能であり、比較的安定した調査を行なうことができます。

ほとんどの地元沿岸漁業者にはこの群の存在は知られており、2002年現在の主な生息海域である白浜町根本などでは海女などの操業もありますが軋轢はほとんど見られません。

今後も地元漁業者とイルカとの関係を良い状態に保てるか否かはイルカの観察者として訪れる人々のマナーにかかっていると思います。

おわりに

私は鯨類に興味を持ち始めた10年ほど前には鯨類が生息していることで有名な海域にしか興味を持っていませんでした。しかし現在自分の暮らす土地でイルカと接する機会を得たことで身近な環境について興味を持つきっかけを与えてもらったように感じています。

現在では近海におけるストランディングについても興味を持ち、館山市内で何件かのストランディングを発見したり、調査にも時々参加させていただいています。他には個人的に南房総におけるアカウミガメの産卵調査なども行なっています。

鯨類を間近で見たいと思ってはじめたシーカヤックで、しかも自分の暮らす土地でイルカの観察を続けられることをとても幸運に感じています。調査にシーカヤックを用いることでイルカたちにかかる負担を最小限に保ち長く彼らと付き合っていきたいと思っています。また数十年先にもこの群れが当たり前のように暮らし、繁殖し続けていることを期待したいと思います。
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参照
注1

カヤック特有のリカバリースキル。

転覆したカヤックを乗ったままで復元させるためのスキル。

つまり水中での撮影は逆さまになった状態で行った。

注2

御蔵島バンドウイルカ研究会：御蔵島イルカ協会と非営利団体アイサーチ・ジャパンが共同運営。

御蔵島のイルカの個体識別データは、御蔵島バンドウイルカ研究会の提供によるもの。
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